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図 2.4.7(4) イヌワシの出現軌跡図（平成 26 年 8月） 
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図 2.4.7(5) イヌワシの出現軌跡図（平成 26 年 10 月） 
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【イヌワシの平成 26 年の繁殖状況】 

平成 26 年 2、3 月調査では、前年 2 月調査時と同様、既知の巣への出入りが頻繁に確認され

た。平成 26 年 3 月現在までは、巣内で抱卵していたものと推測される。しかしながら抱卵期を

終えたと考えられる 4 月に出現頻度が減少し、5 月には確認されなくなった。このことから、

平成 26 年度は、繁殖を失敗または放棄したものと推測される。 

 

 

【イヌワシの平成 27 年の繁殖状況】 

平成 27 年 2 月、3月調査では、イヌワシは確認されなかった。既知の巣周辺での繁殖の可能

性は低いものと考えられる。 
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(3)  クマタカ 

確認したクマタカの齢・性別出現状況は表 2.4.6-7 に、月別の出現軌跡は図 2.4.8 に示した

とおりである。 

新規事業予定区域周辺では、現況調査時に青川流域を中心に行動するつがい（青川つがい）

と新規事業予定区域の東側斜面を中心に行動するつがい（大貝戸つがい）の 2 つがいの存在が

確認されている。 

青川つがいは、平成 20 年、22 年、23 年、25 年に繁殖行動が観察された（平成 22 年には営

巣木が倒壊し、平成 25年には巣が落下し繁殖に失敗した）。 

大貝戸つがいは平成 21 年と平成 24 年に繁殖行動が観察され、両年とも 8月には巣立ち幼鳥

が確認されている。 

これらのことから、両つがいとも、繁殖途中での失敗や放棄がない限り、隔年あるいはそれ

に近い程度の期間で、繁殖年と非繁殖年を繰り返していると考えられる。 

 

表 2.4.6 クマタカの齢性別の出現状況（大貝戸つがい） 

 

表 2.4.7 クマタカの齢性別の出現状況（青川つがい） 

 
  

月
齢 性 日 24 25 5 6 7 8 8 9 4 5 6 9 10 11 20 21 22 29 30 31 9 10 5 6

成鳥 1

成鳥 1 1 2
成鳥 2
成鳥 1 1 1
成鳥 9 3 2 3 9 1 7 1 5 3 4 2 3 3 4 3 6 7 3
若鳥 1
幼鳥 1 2 2 1 1 2 2 2
不明 1 3 1 1 2

9 5 1 5 3 10 1 7 0 1 6 3 0 4 2 5 5 6 3 1 6 10 9 8

35 6 7 8 10 22 3 4
H26繁殖確認調査 繁殖状況調査 H27繁殖確認調

オス?
不明
不明
不明

不明

計

メス
メス?
オス

出現個体

月
齢 性 日 24 25 5 6 7 8 8 9 4 5 6 9 10 11 20 21 22 29 30 31 9 10 5 6

成鳥 1

成鳥
成鳥 2
成鳥
成鳥 1 2 2 4 5 5 2 2 4 3 1 3 1 6 2 2 4 6 2
若鳥
幼鳥 1 1 1 4 2 1 1 2 4 2
不明 1 1 2 1 1 1 2 1 1

1 3 3 3 4 5 6 0 5 2 4 4 0 1 8 2 2 8 2 1 4 6 11 5

メス
メス?
オス

出現個体

オス?
不明
不明
不明

不明

計

2 3 4
H26繁殖確認調査 クマタカ繁殖状況調査 H27繁殖確認調査

35 6 7 8 10 2



 

 46

図 2.4.8(1) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 2月） 
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図 2.4.8(2) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 3月） 
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図 2.4.8(3) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 4月） 
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図 2.4.8(4) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 5月） 
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図 2.4.8(5) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 6月） 
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図 2.4.8(6) クマタカの出現軌跡図（平成 25 年 7月） 
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図 2.4.8(7) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 8月） 
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図 2.4.8(8) クマタカの出現軌跡図（平成 26 年 10 月） 
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図 2.4.8(10) クマタカの出現軌跡図（平成 27年 2 月） 


